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Q ちゃんの、つぼくら先生！
放射線のこと教えてコーナー

Ｑちゃん　今、僕が給食で食べているご飯って相
馬市産米って聞いたんだけど・・・

つぼくら先生　そのとおり。平成 27 年度から相
馬市内の小中学校の給食では相馬市産米を使って
いるよ。突然どうしたんだい？

Ｑちゃん　僕が学校の給食で何気なく食べている
お米は検査とかしているのかなと、ふと気になっ
て・・・。

つぼくら先生　もちろん給食に使用する前にきち
んと検査されているよ。
　相馬市内でつくられたお米に限らず、福島県内
でつくられたお米は全て出荷される前に米袋（玄
米）の放射性物質の検査がされているんだ。( 全
量全袋検査 )
　昨年度は 138,650 件も検査され、そのうち
99.99％が 25 ベクレル / ㎏以下、25 ベクレル /
㎏～ 50 ベクレル / ㎏だったのは 0.01％しかな
かったんだ。どれも食品の基準値である 100 ベ
クレル / ㎏を超えていなかったんだよ。
　ちなみにベクレルという単位は、簡単に言うと
そこに放射性物質がどの程度あるか？（どのくら
い放射線が出ているか？）という量を示している
よ。
　
Ｑちゃん　検査されているのはわかったけど、そ
もそも 25 ベクレル / ㎏ってどの程度の値なの？

つぼくら先生　日本では一般食品の基準値は 100
ベクレル / ㎏としているから、それの 4 分の 1 だね。
　そもそも国際的な基準では一般食品の基準は
1,000 ベクレル / ㎏とされているから十分に低い
値であることがわかるね。

Ｑちゃん　日本では国際的な基準よりももっと低
い基準で検査されているんだね。

つぼくら先生　そうだね。だけど検査はこれだけ
じゃないよ。
　全袋検査された玄米は精米される前と精米され
た後にも検査され、給食の食材としても検査され
ているよ。
　さらに相馬市内の小中学校では炊き上がったご
飯も検査していて、10 ベクレル / ㎏未満でない
と提供されないようになっているんだ。
　この 10 ベクレル / ㎏は国が定めている水道水
の基準と同じくらい低いもの。
　さっきも話したとおり、一般食品の基準の 100
ベクレル / ㎏でも十分に低いのに、さらに低い基
準を適用しているからより安心できるものになっ
ているよ。

Ｑちゃん　給食で出されるご飯は、しっかりと検
査されて僕たちの前に出されているんだね。
　これで安心してご飯が食べれるよ。先生ありが
とう。

今回Qちゃんが分かったこと

給食のご飯は厳しい検査を何回もとおったうえで提供されているので、毎日安心して食
べることができるということ。

相馬市の学校給食のご飯について

つぼくら先生
相馬中央病院医師

Q ちゃん
市内に住む小学生

●問い合わせ先　放射能対策室　☎ 37-2270


